
　

小
川
一
真
は
万
延
元
年
（
１
８
６
０
）、
忍
藩
士

原
田
庄
左
衛
門
の
次
男
と
し
て
忍
城
下
に
生
ま
れ
、

幼
少
の
と
き
同
じ
藩
士
の
小
川
家
の
養
子
と
な
り
ま

し
た
。
22
歳
の
と
き
写
真
技
術
習
得
の
た
め
単
身
渡

米
し
、
帰
国
後
は
写
真
家
と
し
て
活
躍
す
る
と
と
も

に
、
写
真
製
版
を
実
用
化
し
多
く
の
印
刷
物
を
刊
行

し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
日
清
戦
争
や
日
露
戦
争
、

明
治
天
皇
の
大
葬
の
礼
な
ど
を
記
録
し
た
写
真
帖
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
千
円
札
に
使
用
さ
れ
た

夏
目
漱
石
の
肖
像
写
真
を
撮
影
し
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
写
真
の
手
紙
は
少
年
時
代
の
小
川
一
真
が
書
い
た

も
の
で
す
。
一
真
は
藩
校
の
一
つ
で
あ
る
培
根
堂
で

学
ん
だ
後
、
12
歳
の
と
き
に
東
京
に
出
て
有
馬
私
学

校
に
入
学
し
ま
し
た
。
こ
の
学
校
は
元
久
留
米
藩
主

有
馬
頼よ
り

咸し
げ

が
明
治
5
年
（
１
８
７
２
）
に
設
立
し

た
私
立
学
校
で
、
英
語
の
他
漢
学
や
洋
算
な
ど
を

教
え
て
い
ま
し
た
。
教
師
の
中
に
は
、
元
忍
藩
士

で
藩
校
洋
学
館
の
英
語
教
師
だ
っ
た
青
木
円
治
（
輔

清
）
も
い
ま
し
た
。

　

手
紙
の
内
容
は
、
教
科
書
の
購
入
代
金
を
青
木

先
生
か
ら
借
り
た
の
で
至
急
送
っ
て
ほ
し
い
こ
と

や
、
足
袋
も
送
っ
て
ほ
し
い
こ
と
、
祖
母
の
病
気

の
具
合
を
心
配
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
手
紙
の
本
紙
に
年
月
日
や
宛
名
は
記
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
年
代
は
有
馬
私
学
校
に
入
学

し
た
明
治
6
年
、
宛
先
は
国
元
に
い
る
実
父
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
教
師
の
一
人
に
写
真
が
趣
味
の
英
国
人
ケ
ン
ノ
ン

が
い
ま
し
た
。
彼
は
時
々
撮
影
の
た
め
に
町
へ
出
掛

け
る
の
で
す
が
、
当
時
の
人
々
は
写
真
を
撮
ら
れ
る

こ
と
に
抵
抗
が
あ
り
、
レ
ン
ズ
を
向
け
る
と
石
を
投

げ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ケ
ン
ノ
ン
は
用
心

棒
兼
通
訳
と
し
て
一
真
を
連
れ
て
行
く
よ
う
に
な

り
、
写
真
に
興
味
を
持
っ
た
一
真
に
英

書
の
『
写
真
術
の
手
順
と
方
法
』
を
貸

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
の
体
験
が
後
に
写
真
家
を

目
指
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
近

代
日
本
を
代
表
す
る
写
真
家
の
一
人
で

あ
る
一
真
の
ル
ー
ツ
は
、
少
年
時
代
の

学
校
生
活
に
あ
っ
た
の
で
す
。

 

（
郷
土
博
物
館　
鈴
木
紀
三
雄
）

市
報  

ぎ
ょ
う
だ

今月の表紙

■ 

編
集
・
発
行
／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課

 

〒
３
６
１
ー
８
６
０
１ 

行
田
市
本
丸
2
番
5
号

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
６
ー
１
１
１
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

５
５
０
ー
２
１
１
６

平
成
29
年
２
月
１
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。
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蔵

　1月8日、新成人を祝う会が産業文化会館ホールで行わ
れました。

　今年この式典に参加した新成人は684人。会場前では、華やかな振袖や
真新しいスーツに身を包んだ新成人が友達との再会を喜んでいました。式
典では、中学時代の思い出を振り返るスライドショーや豪華景品が当たる
抽選会が行われ、大いに盛り上がりました。

　「行田の魅力をもっと多くの人に知ってもらいたい」という熱い思いを
胸に活動しているのが特定非営利活動法人行田観光物産会です。
　同法人は映画「のぼうの城」公開を機に、平成23年4月に市内の商店、飲
食店、農家などさまざまな分野の事業者が集まり設立されました。「見る」
「食べる」「買う」に加え「体験する」の4要素を観光の柱とし、多岐にわた
る事業を展開。各会員の専門分野を生かした商品開発や、地元目線で選
んだ名所、体験事業を紹介した観光ガイド「行田の迷い方」の発行、商店街
と協力し昔ながらの縁日を再現した「行田あきんど市」の開催などを行っ
てきました。魅力発信から商店街の活性化につなげる活動が評価され、
平成27年には県の「元気な商店街応援事業表彰」を受賞しました。
　事業者同士のネットワークと結束力が強みの同法人。今後も新たなア
イデアで行田を盛り上げてくれることでしょう。

【代表理事】戸塚 昌利　【電話番号】556―3467 多くの人出でにぎわった「行田あきんど市」
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小川一真の手紙

みんな　チカラの

特定非営利活動法人
行田観光物産会

～市民公益活動団体紹介～②


